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‟しかし、神はわたしの歩む道を／知っておられるはずだ。わ
たしを試してくだされば／金のようであることが分かるはず
だ。”ハレルヤ！私の成長過程で働かれた神様の愛と恵みに
感謝捧げます。  
私に幼年期の恵みと真理教会は当然人生の一部でした。 
幼児頃から私に主日は親をついて当たり前のように教会へ行
く日でした。性格と自我が形成する頃、主日ことに他の事が
出来なくて必ず教会に行くのに不平したことがあります。ど
ころが、高校に入学して学生委員として奉仕しながら聖霊充
満を受けて人格的に神様に出会った後から礼拝を捧げるのが
一番うれしくて喜びでした。神様がくださる神霊な恵みを豊
かに経験するようになりました。 
青少年期の私に恵みと真理教会は溢れる恵みの場所でした。 
人格的にイエス様を受け入れた後、勉強に興味がなかった私
に勉強がしたくなり成績が上がり始めました。中学生の時い
つも下位でしたが高校に入ってからクラスの中で上位に上が
りました。 
週末には教会で奉仕して平日には熱心に勉強しながら教会と
社会で模範になるクリスチャンになるという目標意識が出来
ました。また、映像チーム、賛美チーム、委員活動など様々
な奉仕を通して多様なタレントを発見して開発するときこと
に神様に栄光を捧げ主に献身すると祈りました。 
大学頃私に恵みと真理教会は夢をみるところでした。 
高等部を修了して参席した初めの青年修練会で神様は私に善
の影響力を多くの人々に及ぼしなさい。というビジョンをく
ださいました。初めは神様のビジョンと知らなくてただ熱心
に信仰生活をしながら大学では応援団長をして教会でも学校
でも熱心に活動をしました。そうしながら2年生になって軍隊
に入隊しました。軍隊で2年間部隊の教会を仕えながら我が教
会で聴いた説教が聞きたくなりました。当たり前のように通
っていた恵みと真理教会が一番良いとあらためて悟りました。
神様が作曲の賜物を与えてくださって軍隊の頃、聖書御言葉
で歌を作って誰でも歌いやすいメロディーをつけて曲を作り
始めました。正式的で音楽を習うのは幼年の頃、ピアノ塾で
通ったのが全ての私が今まで作曲した賛美が20曲が超えます。
その中である曲が教会で学生と青年達に歌われその尊いタレ
ントを下さった神様に感謝します。 
軍隊で除隊した後、一番先にしたことは20歳に神様から受け
たビジョンを信仰で反応したのです。大学で環境工学を専攻
していた私は軍服務の中でアラブ語の教育を受けるようにな
って復学したらアラブ語を複数専攻そしてアラブの建設会社
で環境関連する職場で就職する予定でした。しかし、休暇を
出て礼拝を捧げ祈る中でビジョンが思いだして学校で複数専

攻が可能な学科をさがしてみたら、青少年指導学がありまし
た。アラブ語を勉強したらお金をたくさん稼ぐ機会が多かっ
たですが私は神様のビジョンと思いを求めて青少年指導学を
選択して勉強しました。 
4学年1学期を終えた後、神様に機会を下さって教内で英才教
育研究所でインターン経験をするようになって“何をするに
も、人に対してではなく、主に対してするように、心から行
いなさい。”という御言葉の通りに最善を尽くしました。そ
の姿を見て会社の代表が正社員で採用してくださいました。
他の学生は就職の準備で奉仕を辞めて英語勉強と資格証を集
めましたが、私は教会で熱心に奉仕し、神様の導きと助けを
願い信仰で祈ったら神様が答えてくださいました。 
  平信徒使役者の夢をみるようにしてくださる神様 
会社で就職する前2014年の夏、水曜礼拝で当会長の牧師が
“歴史的な使命に参与するという”挑戦する御言葉をくださ
いました。その当時の使役の方向を教会に置くか世に置くか
悩んで祈った時、会社で導いてくださいました。神様は世に
出て恵みと真理教会の御言葉を伝道すると呼ばれたのを悟っ
て私の人生の場で最善を尽くすようになりました。就職難の
中で早く就職したのも感謝しますが、感謝するのが会社の 内
部構造調整によって先輩の職員達が多く退社して私が入試し
てから1年もならなくて管理職で働くようになりました。 
  青少年達を対象に 融合科学教育をする研究センターなの
で学校に出て直接授業を進行して冬休みや夏休みのときごと
に全国から有能な英才たちを対象に科学キャンプを進めまし
た。そうしながら、プログラムの開発と運営、学生管理、親
管理、説明会の開催挨拶など様々な分野に掛けて多く経験を
することが出来ました。何よりも会う青少年達に福音を伝え
ることが出来てよりやりがいになりました。会社内で業務的
に認定を受け、短時間にチーム長になり経済的に福を受けま
した。大学院で進学して勉強をもっとして博士学位を受け教
育関連分野の教授で働きながら学生と青年達に良い影響力を
及ぼすビジョンが出来ました。平信徒使役者で熱心に献身す
る私の未来を考えると幸せでした。 
教会で用いられる楽しむを与えてくださった神様 
礼拝を捧げる時くださるメーセジで霊感を得て曲を作り当会
長牧師に見せて下さり、牧師の指導と励ましを受けました。
その曲で青年部と高等部礼拝と修練会で神様に賛美を捧げま
した。そのように神様がタレントを下さって教会で用いて下
さり、真で感謝しました。また、職場で青少年を教育をしな
がら得った知識と経験を分かち合う機会をくださって昨年教
師講習会で中高等部の先生達にクリスチャンのビジョンと職
業観という主題で特別講義をしました。また、青年IMCR大会
で英語賛美の導きと補助通訳者とプログラム企画の進行など
多様な姿で献身する機会もくださいました。 
私の人生の方向を導いてくださる神様 

大学頃、読書の関心が多くて多様な本を読みました。その中
でも世界史、韓国教会史などの本を読みながら‟神様が私の国
と民族を特別に愛し、選んだという考えを抱くようになりま
した。殉教者達の献身で国が近代化になり発展した歴史を見
ながら神様の計画を知るようになりました。1948年8月15日大
韓民國が建てられ今日に至るまで短い歴史に神様がくださる
恵みは数えられないほど多いです。しかし、神様の強力な歴
史と主権で国がだてられ発展したこの国が神様の恵みを忘れ
なく神様を否定する国になりました。同性愛を合法化をしよ
うとする試しも止まっていません。教会も宗教多元主義と混
合主義、世俗化に染まって行き、教会が弾圧を受けてクリス
チャンが避難を受ける時代になりました。政治人と言論社が
真に役割をしなくて国家安保が危ない現実で私は何より教会
とクリスチャンが聖書御言葉と神様の御旨を判断基準にして
一つになって祈り行わないのが大きい衝撃を受けました。 ま
た神学生達に聖書的な福音真理から外れた間違った神学を教
育する教授たちが神学校にいると話をよく聞きました。した
がって、恵みと真理教会で属した聖徒として任された時代的
な使命が大きいと思いました。教授の夢を抱いたので祈りの
中で正しい使役者を養育する指導者として用いられたい強い
熱望に変え続けて祈って自分の人生の方向を完全に主に任せ
て決断しました。 
最後の時代の箱舟の恵みと真理教会 
私の人生にあって恵みと真理教会で信仰生活をするようにし
てくださった神様の恵みは他の恵みと比較することが出来な
いです。神様がこの時代に世界で唯一な別れた国家である韓
国で生まれるようにして、多くの教会の中で御言葉と聖霊で
満たされた恵みと真理教会で信仰生活をするように導いてく
ださった事を考えば考えるほど感謝します。この最後の時代
に聖書御言葉の通りに信じ教え伝える恵みと真理教会、教会
の本質と使命に忠実な教会の牧師の教えを従って国家観と正
しい歴史観を持って国と教会のため、神様の御国のため献身
するのが私に与えてくださった大きい恵みであり福です。 
恵みと真理教会で属した聖徒として礼拝、奉仕、伝道に力を
尽くして自分に任された場で神様の栄光だけ求めて、この地
の腐ることを見なくて永遠な天国の希望と賞だけ見上げ主が
くださる使命をよく担えて生きる確かな意志が出来ました。‟
 しかし、自分の決められた道を走りとおし、また、主イエス
からいただいた、神の恵みの福音を力強く証しするという任
務を果たすことができさえすれば、この命すら決して惜しい
とは思いません。“（使徒言行録20：24）使徒パウロの告白
が私の告白になるように力を尽くします。福音伝道してこの
地に神様の御心を表す証拠する事にすべて用いられるのを願
い神様に祈ります。 

 

 

 

 

"あなたがたの寛容を、みんなの人に示しなさい。主は近い。
"(ピリピ人への手紙4:5) 
 
"憎悪を治める秘訣"を調べてみましょう。憎悪はひどく憎む
ことを意味します。 
まず、二種類の憎みに関して調べてみます。 
一、肯定的な性向の敬虔な憎みです。福音を混雑にする行為
を憎むのは敬虔な憎みです。聖書を我田引水に歪曲して解釈
し、信者を迷惑してキリスト教会を乱させる異端と教会一致
や宗教和合という名分の下で偶像宗教と巫俗信仰を受け入れ
ることを主は憎まれます。不義と悪、偽りを憎むのは敬虔な
憎みです。二、否定的な性向の不敬虔な憎みがあります。偏
見と独善で他人を憎むのは不敬虔な憎みです。ユダヤ宗教指
導者達がイエス様を憎んでキリスト人を憎んだのがこのよう
な種類の憎みでした。私利私欲を持って他人に助けを求めて
拒まれるとその人を憎むのが不敬虔な憎みです。 
次は、否定的な性向の憎みの感情を抱いているといかなる事
が起きるのかを調べてみましょう。一、憎みの感情が続いて
積もると憎悪になり、恨みになります。二、憎みは心の平和
と喜びを消滅させて肉体の健康を喪失させます。三、憎みは
仕返しを計画させて実行させる導火線になります。 
最後に、憎みと憎悪を治める方法を調べてみましょう。 

一、憎みの感情が生じないようにする処方三つがあります。
人に過多な期待を持たないべきです。自分は当然に助けを受
けなければならないという考えを捨てるべきです。愛と善意
で人を対するべきです。 
二、イエス様が教訓なさった御言葉を実践すべきです。仕返
ししてはならない、細やかな損害は受け入れなさい、仇のた
めにお祈りしなさいと言われました。そして許しと関連して
王に 1 万タラントの負債を帳消しされた僕が自分に 1 百デナ
リを借りた同僚を苛酷に扱った話しで教訓してくださいまし
た。自分がキリストの中で神様に許されたことを考えると許
されないことはないという意味の御言葉です。この御言葉を
適用することにおいて誤解してはなりません。イエス様が"あ
なたがたは、自分で注意していなさい。もしあなたの兄弟が
罪を犯すなら、彼をいさめなさい。そして悔い改めたら、ゆ
るしてやりなさい"と言われました。悪を黙認したり同調して
はならず、悪に屈服してもなりません。その策略が成就され
ないように知恵を持って対処しなければなりません。一方、
悔い改めると許すべきです。誠な悔い改めは傷付いた人に励
んで補償しながら許しを求めることです。自分に苦痛を与え
た人が悔い改めるよう願い、悔い改めると喜んで許せる心を
持った人はその人自体を憎むのではなく、その人の悪い行為
を憎むのです。 
三、許しを施して生じる有益な結果を考えるべきです。許し
は許す自分に有益です。憎みを持つと憎みの対象に結ばれて

時間を無駄にしてしまい、楽しみと平安を奪われるが、許す
と体と心に癒す力が増加することを体験できます。勝利感と
自信感ができます。許しは許される人を変化させます。復活
なさったイエス様が罪責感に拉がれていた弟子達に表われて
彼らに許されたという確信を得るようにしてくださったら弟
子達は完全に変化されました。死も辞さなく大胆にキリスト
の福音を述べ伝えました。許す心霊には神様の光栄が臨みま
す。ステパノ執事が逼迫者達が投げる石に打たれて死んでい
きながらも彼らを許すお祈りをした時、神様の光栄とイエス
様が神様の右側に立たれたことを見たと聖書に記録されてい
ます。 
誤ったことに対して許しをこうのは良いことです。許しをこ
う者に許しを施したことをより良いことです。他人を苦しめ
た人には許しを受ける権限がないが、苦痛を受けた者は許す
権限を持ちます。皆さんは、他人に憎みと憎悪の対象になら
ないよう注意して励む一方で、他人によって皆さんの心の中
に起きる憎みと憎悪を治めていきるようにしてください。 

 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  

 

[証]  若い時、恵みと真理教会を仕え、この終わりの時代に歴史的な使命に共に 

参与するビジョンを与えてくださった神様に感謝と賛美を捧げます 

[信仰コラム]             憎悪を治める秘訣 
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この世で  いくら不思議で感動的であり、大き

く、うれしいお知らせでも、イエス・キリスト

の誕生よりもっとのことは決してありません。

その理由の説明が、今日の聖書の本文であるイ

ザヤ書  9 章 6 節と 7 節に記録されています。

この言葉は、預言者イザヤがイエス様が来られ

る 700 年あまりの前に、聖霊の感動を受けて記

録した予言です。「  ひとりのみどりごが  わ

れわれのために生れた、ひとりの男の子がわれ

われに与えられた。まつりごとはその肩にあり、

その名は、「霊妙なる議士、大能の神、とこし

えの父、平和の君」ととなえられる。  そのま

つりごとと平和とは、増し加わって限りなく、

ダビデの位に座して、その国を治め、今より後、

とこしえに公平と正義とをもってこれを立て、

これを保たれる。万軍の主の熱心がこれをなさ

れるのである。」今日はこの言葉に込められて

いる深遠な真理と恵みを一緒に分かち合います  

 

 

第一は、イエス・キリストの誕生につ
いて記録するのを これは ひとりのみ
どりごがわれわれのために生れた、ひ
とりの男の子がわれわれに与えられた」
としました。 
 

これを「  ひとりのみどりごがわれわれのため

に生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えら

れた」と翻訳することができます。この言葉は、

イエス様が特別な目的を持ってこの世に遣わさ

れたという事実を明らかに示すことです。イエ

ス・キリストがこの世に来られることについて、

長年にわたっていくつかの方法で数え知れない

ほど、予告された。聖書に最初に記録された予

言は、創世記 3 章 15 節です「わたしは恨みを

おく、おまえと女とのあいだに、おまえのすえ

と女のすえとの間に。彼はおまえのかしらを砕

き、おまえは彼のかかとを砕くであろう」とし

ました。これはサタンがキリストにかかとを砕

くする害を及ぼすが、最終的に、キリストはサ

タンの権威を滅ぼしてから勝利することを予告

するものです。イザヤ 7 章 14 節の預言は、

「見よ、おとめがみごもって男の子を産む。そ

の名はインマヌエルととなえられる」しました。

果たして神の定められた時になて、キリストが

この世に来られました。  

第二は、イエスが誰なのかについて  5 つの名

前で表明しました。  

「ひとりの男の子がわれわれに与えられた。ま

つりごとはその肩にあり、その名は、「霊妙な

る議士、大能の神、とこしえの父、平和の君」

ととなえられる」しました。  

まず、その名前は「奇妙者」です。  

イエスの誕生に関わる話はすべて奇妙です。  

①聖母マリアの体に聖霊によってみごもって産

まれた事実が奇妙です。  ②イエスが馬小屋で

誕生したのも奇妙です。  ③イエスが誕生なさ

った日に天軍と天使たちが野原で羊飼いたちに

現れ救い主誕生の良いお知らせを伝えた羊飼い

たちが走って行って確認して、神に栄光を帰す

るのも奇妙です。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④博士が星の導きを受けて、ベツレヘムに行っ

て飼い葉桶で寝る幼子イエスを礼拝して金と乳

香と没薬を捧げた夢で神の指示を受けて、他の

道で故国に帰ったことも奇妙です。  

イエスが 3 年半の間、公的活動を通じて行なっ

た物事を見ると、すべてが奇妙です。  ①婚宴

の家で水がワインになるようにした奇跡を行な

いました。②言葉で病気者と悪霊につかまれた

者を癒しました。  ③五つのパンと二匹の魚で

5 千人を満腹に供給しました。  ④水の上を歩

いて来られること、暴風を命じ鎮めた。  ⑤死

者を生かしました。  

イエスの死に関連したことも奇妙です。  ①ロ

ーマの兵士たちがイエスの頭にいばらの冠をか

ぶせ血を流されました。イエス様がむちに打っ

たれて体の血を流されました。罪がないのに罪

人によって苦しみを受けたのが奇妙ます。  ②

イエスが十字架で苦しみを受けるうちに死なれ

ました。その時、正午から午後三時まで、全地

に暗さがいっぱいし聖殿の幕が上から下まで裂

けて下がってた地面が振動し、墓が開かれまし

た。奇妙なことです  

イエスが復活、天に昇る事件も奇妙です。①イ

エスは葬られてから三日目に復活しました。②

復活されたイエス様は、 40 日間、多くの人に

現われ生きておられるのを見せてくださった、

オリブ山で五百人の弟子たちが見る内で、天に

上りました。イエスの誕生と活動、死と復活、  

天に昇りすべてが奇妙です。  

奇妙者の英語の聖書で「 Wonderful」に翻訳さ

れています。偉大な、素晴らしい、賞賛に値す

るという意味です。奇妙者であるイエス様を救

い主として仕えると素晴らしく驚くべきな値す

る人生になります。①イエスを信じれば、罪の

赦しととこしえの命を得て、神の子になります。

②イエスを信じる人は、その祈りが天の御座に

届き神が時に応じて助の恵みを与えます  

 ③イエスを信じる人には聖霊が来られ教えて、

助けて導き慰めてくださって治療してください

ます。④イエスを信じる人は、肉体の死を迎え

るとき、内の人は楽園に入ります。⑤イエスを

信じる人は、いつかは肉体が復活するようにな

ります。⑥イエスを信じる人は、美しく輝かし

い都城、新しいエルサレムで永遠の主と共に生

きます。これらの恵まれたクリスチャンは、実

に驚嘆の対象です。  

 

 

第二に、その名前は「霊妙なる議士 」
です。 

 

「霊妙なる議士」は他のひとを助ける人です。

英 語 の 聖 書 に は 、 「 カ ウ ン セ ラ ー 」

（ Counselor）となっているが、これはアドバ

イザー、相談者という意味です。  イエスは、

私たちの人生の中で最も重大な問題のカウンセ

ラーなのです。イエス様を救い主として受け入

れた場合、自分がどこから来て、なぜ生きて、

どこに行くのかを、明らかに分かるようになり

ます。この世を生きていく間に孤独、痛み、不

安、恐怖、悲しみなどの様々な問題に会うとき

に霊妙なる議士であるイエス様に申し上げます。

イエス様が送られた他の助け主、聖霊が私たち

を教え、導き、助けてくださいます  

 

 

第三に、その名前は大能の神」です。 

 

イエス様は大能の神でいらっしゃいます。イエ

スは聖子の神として人間の体を着て世の中へ来

られた方です。なぜ神が人で来なければならな

いですか？罪人が救われる道はこの道しかない

からです。この世でいくら立派な人であっても、

神の前では罪人です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

罪人は、他の人の罪を贖うことができないので、

罪のない神の子、イエス様が人として来られ、

罪人の罪を代わりに担当されたのです。  

 

 

第四に、その名前は「とこしえの父」
です。  

 

イエスは父なる神と同じ力と愛と恵みの方です。

同じ品性を持ちました。ですから、イエスが

「  わたしと父とは一つである」（  ヨハネに

よる福音書 , 10:30）と言われました。イエス

はとこしえの父、神と一体であるので、永存で

あります 

 

 

第五に、その名は「  平和の君  」です。  

 

ローマ人への手紙  5 章 1 節に記録されること

を「  このように、わたしたちは、信仰によっ

て義とされたのだから、わたしたちの主イエ

ス・キリストにより、神に対して平和を得てい

る。 "  としました。罪を犯した人生は、神と

敵になったので、神の前に進むことができませ

ん。しかし、イエスはこの世に来られ和解のい

けにえになって神と敵である私たちを神の子に

なることで、神様とともに平和を享受します。

また、イエスが私たちがこの地に住んでいる間、

心の平安を享受していただきます。イエスは言

われました。「わたしは平安をあなたがたに残

して行く。わたしの平安をあなたがたに与える。

わたしが与えるのは、世が与えるようなものと

は異なる。あなたがたは心を騒がせるな、また

おじけるな」（  ヨハネによる福音書 , 14 :27）  

第三は、イエスが治めとこしえの国について言

うのを「そのまつりごとと平和とは、増し加わ

って限りなく、ダビデの位に座して、その国を

治め、今より後、とこしえに公平と正義とをも

ってこれを立て、これを保たれる。万軍の主の

熱心がこれをなされるのである」（  イザヤ書  

9： 7）としました。  

イエスが治める国は主権と平安が限りなくヒ増

す国です。イエスはピラトの質問に答えての

「わたしの国はこの世のものではない。もしわ

たしの国がこの世のものであれば、わたしに従

っている者たちは、わたしをユダヤ人に渡さな

いように戦ったであろう。しかし事実、わたし

の国はこの世のものではない」（ヨハネによる

福音書  18:36）しました。バビロン帝国もギリ

シヤ帝国もローマ帝国も消えました。しかし、

将来臨むイエスの国は主権がとこしえであり平

安が限りなく加えることです  

本文の最後に記録されることを「万軍の主の熱

心がこれをなされるのである」 

（イザヤ書 9： 7）としました。  

人間を救われる神の熱心は、その何でも誰でも

防げません。神の熱心は冷るのがありません。

み旨のとおりに、この世にひとり子を送られ、

十字架で代わりのあがないの死を死ぬし、復活

して天に昇りました。やがて、イエスが再臨時

の聖徒たちが突然変化して復活するようになり

ます。そして、新しい天と新しい地、新しいエ

ルサレムで永遠の命と祝福を享受することがで

きます。万軍の主の熱心がこれを成し遂げるは

ずです 

 

皆さんすべてが本文に預言された言葉が歴史の

上で、そのままに行われました  そしてすべて

が成就することを信じて感激と期待感を持って

生きて行くことを願っております。  

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

万軍の主の熱心がこれをなされるのである 

 


